
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度読書週間事業 いわき総合図書館 企画展 

安藤信正と 
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（安藤信正肖像） 

生誕二百年記念 

いわき市立いわき総合図書館 
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将 軍
大 老

老 中

高 家

側 衆

大坂定番

駿府城代

大目付

町奉行

勘定奉行

外国奉行

京都所司代

大坂城代

側用人

奏者番

寺社奉行

寺社奉行
吟味物調役

紅葉山坊主

紅葉山
火之番

楽人衆

神道方

連歌師

囲碁師

将棋師

若年寄

小普請奉行

百人組之頭

火消役

林大学頭

蕃書調所
頭取

江⼾幕府職制図

安政7・万延元年(1860年)

～文久2年(1862年)

42歳～44歳

嘉永元年(1848年)

～嘉永4年(1851年)

30歳～33歳

安政5年(1858年)

～安政7年・万延元年

(1860年)

40歳～42歳

江戸幕府の政務を統括

する、老中より上位の

職。定員は1名。非常置。

12万石以上の譜代大名

から任命された。

将軍近侍の最高職。老中

に準ずる待遇を与えられ、

将軍と老中の間の取次な

どを行った。非常置。

他

他

他

１

２

３

４

＜参考資料＞

『国史大辞典』(吉川弘文館)

『江戸幕府大事典』(吉川弘文館)

※ふきだし内は、安藤信正の在職期間と年齢(数え年)。

※□内の数字は安藤信正が務めた順番。

このうち、嘉永4年

6月9日～12月21日

は寺社奉行見習

嘉永4年(1851年)

～安政5年(1858年)

33歳～40歳

常置職では老中に次ぐ要職。

老中支配以外の諸役人や旗

本などを統括した。定員は3

～5名程度。月番制。おもに

譜代大名が任命された。

江戸城中での武家関係儀礼

の執行を担当した職。日番

制で、当番・助番・非番の

制度があった。

員数は20～30名。

寺社や寺社領の人民、楽人衆

などを支配した職。月番制。

定員はおおむね4名。奏者番

の中から選ばれ兼任した。5

～10万石相当の譜代大名が任

命されることが多かった。

江戸幕府の政務を統括す

る、常置の最高職。月番

制。定員はおおむね4～5

名。3万石以上の譜代大名

が任命された。
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安
政

7 （
18

60
）

年
3

月
、

桜
田

門
外

の
変

で
井

伊
直

弼
が

倒
れ

た
後

、
江

⼾
幕

府
の

屋
台

骨
を

担
っ

た
の

は
老

中
の

職
に

あ
っ

た
安

藤
信

正
た

ち
で

し
た

。
信

正
た

ち
は

直
弼

が
行

っ
た

強
権

政
治

 「
安

政
の

大
獄

」
は

取
り

止
め

ま
し

た
が

、
開

国
と

公
武

合
体

な
ど

の
施

策
は

継
続

し
、

さ
ら

に
推

し
進

め
ま

し
た

。
 

こ
の

よ
う

な
な

か
、

信
正

た
ち

が
推

し
進

め
る

開
国

や
公

武
合

体
に

反
対

す
る

者
た

ち
が

、
文

久
2 （

18
62

）
年

1
月

15
日

、
江

⼾
城

坂
下

門
外

で
信

正
を

襲
い

ま
し

た
。

襲
撃

者
は

6
人

で
し

た
。

 
こ

の
後

、
信

正
は

老
中

の
職

を
去

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

 

「
水

府
の

浪
士

阪
下

に
閣

老
を

襲
撃

の
図

」
(坂

下
門

外
の

変
図

) 
 神

奈
川

県
立

歴
史

博
物

館
蔵

 

坂 下 門 外 の 変 

※
画

像
は

著
作

権
保

護
の

た
め

掲
載

し
て

い
ま

せ
ん

。
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＞＞＞ 関 連 資 料 ＜＜＜

◆『安藤侯史料集 巻１～５』 平市教育委員会∥編 郷土史料双書刊行会 1963 (K-210.5-1-ア)

◆『安藤対馬守の生涯』 鈴木光四郎∥著  磐城史談会出版部 1956  (K/289/アン) 

◆『安藤対馬守と幕末 増補再販』 山本秋広∥著 山本秋広 1971 (K/210.5-1 /ヤ) 

◆『安藤対馬守信睦公』 いわき歴史文化研究会∥編

磐城平藩主安藤家入部二五○年記念事業実行委員会 2006 (K/210.5-1/イ) 

◆『安藤信正展』 いわき市立美術館∥編 いわき市立美術館  2013 (DK/708/ア) 

◆『安藤信正の時代』 いわき市∥編  いわき市  1999 (K/726/イ) 

◆『いわき市史 第２巻 近世』 いわき市史編さん委員会∥編 いわき市 1975 (K/210.1-1/イ) 

◆『いわき市史 第９巻 近世資料』いわき市史編さん委員会∥編 いわき市 1972 (K/210.1-1/イ)

◆『磐城平藩と安藤家展』 いわき歴史文化研究会∥編

磐城平藩主安藤家入部二五○年記念事業実行委員会 2006 (K/210.5-1/イ) 

◆『閣老安藤対馬守』復刻版 藤沢衛彦∥著 白竜会竜が城美術館 1992 （K/289/アン) 

◆『古文書が語る磐城の戊辰史』 いわき歴史文化研究会∥編 平安会 2018 (K/210.6-1/イ) 

◆『坂下門外の変』 斉藤伊知郎∥著 纂修堂出版 1982 (K/210.5-1/サ) 

◆『大君の都 下』 オールコック∥著 岩波書店 1978 (AL/210.5-2 /オ－3)

◆『大日本古文書 幕末外国関係文書之 38－52』

東京大学史料編纂所∥編 東京大学 1980 (210.0/ダ) 

◆『人づくり風土記 7 ふるさとの人と知恵 福島』 農山漁村文化協会 1990 (K/210.5-0/ヒ) 

◆『プロイセン東アジア遠征と幕末外交』 福岡万里子∥著 東京大学出版会 2013 (K/210.5-1/フ)

◆『幕末外交談 1』 田辺太一∥著 平凡社 2004 (AL/210.5-0 /タ－1) 

◆『幕末政治家』 福地源一郎∥著 平凡社 2008 (K/210.5-0 /フ) 

◆『水戸市史 中巻(五)』 水戸市史編さん委員会∥編 水戸市役所 1990 (K/213.1/ミ－6) 

◆『明治維新の敗者と勝者』 田中彰∥著 日本放送出版協会 1980 (AL/210.6-1 /タ) 

◇「大日本史料総合データベース」東京大学史料編纂所 https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/
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令和元(2019)年 10 月 29 日 発行 
 
■編集・発行 いわき市立いわき総合図書館 

 
企画展「安藤信正とその時代展」 

■会期 令和元(2019)年 10 月 29 日(火)−令和 2(2020)年 5 月 24 日(日) 
■会場 いわき総合図書館 5 階 企画展示コーナー 
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